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ふるさと教育 取組事例 
 

学校名 知夫村立知夫中学校 

学年 主な教科等 主に関わる単元名 
活用した教育資源 

（ひと・もの・こと） 

３ 総合的な学習 魅力溢れる知夫村の実現 

教育委員会 

地域住民 

大人の島留学生 

ねらい 
知夫にある課題を解決することを目指した課題解決型学習に取り組

むことで、課題設定の力や社会参画の力を育成する。 

 
１ 取組の概要 

  「魅力溢れる知夫村の実現」をテーマに「古道巡り復活プロジェクト」を実施した。１学期は知 

夫村の良さや課題を見つけるためにフィールドワークを行い、村民の方々の思いを聞いた。２・ 

３学期は、古道巡りをする人を増やすために、知夫村の基幹産業である水産・畜産業に着目し、 

デコレーションツリーを作製した。 

 

２ ふるさとの「ひと・もの・こと」をどのような力を付けるために、どのような意図をもって活用 

したか。 

（ふるさとへの愛着や誇り、貢献意欲の視点から） 

  ふるさとを愛し、ふるさとのために行動しようとする意欲を高めるために、フィールドワーク 

を行うとともに、村民の方々の思いを聞いた。 

 

（学力育成の視点から） 

   社会参画の力と実行力を高めるために、知夫の課題や現状について地域の方々から直接話を聞

いた。 

 

３ 児童・生徒に見られた変容（どのような力が身に付いたか等） 

（ふるさとへの愛着や誇り、貢献意欲の視点から） 

  地域の方々と話をしたりフィールドワークを行ったりしたことで、ふるさとを思う気持ちや 

社会参画しようとする気持ちが高まった。 

 

（学力育成の視点から） 

   フィールドワークや地域の方々との対話を通してコミュニケーション力を、「古道巡り復活プ 

ロジェクト」を通して課題を解決する力や実行力を高めることができた。 

 

４ 課題や今後の展望 

  ◇課題設定から解決まで見通しをもって活動を進められるように、年度の早い段階で担当者と関 

係者で協議をしてしっかりとした計画を立てる必要がある。 

◇行事が多く、また、時期が重なるために、校外での活動や外部の方と一緒に行う活動はスケジ 

ュールを組むのがなかなか難しい。 
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